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Yukio Hayashi（Center for Integrated Area Studies, Kyoto Univesity）
38 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
西芳実博士と山本博之博士を中心に内外で研究成果を公開するとともに、原正一郎博士が情報共有の観
点からデータベースを肩代わりするなど、被災地支援のために新たな公募研究をたてて貢献しようとし
ました。
　東日本大震災は、原発事故をふくめ、多くのかけがえのない人々の生命と地域の暮らし場とその風景
を奪い、国内と世界に大きな悲しみとともに様々な問題を投げかけました。アチェの皆様には、身をもっ
てこのことを了解していただけることと存じます。その尊い犠牲のうえにたち、人と人との繋がりとは何
か、協同とは、共生とは何か、そして地域とはいかなるものであるのかが根源的に問われています。
　ロシアの文学者の言葉に、「幸せの色は誰にとっても同じだが、悲しみや苦しみの色は人それぞれであ
る」というのがあります。人との関わりと特定地域を軸とする地域研究には、危機的な状況が広まった現
在でこそ、伝えるべきメッセージと果たすべき役割があります。アチェと日本で起こったことは、世界が
共有すべきことなのです。
　ある地域での事象を比較しつつ、課題や問題点を浮き彫りにし、解決にむけて貢献しようとすること
は、今そして近未来の地域研究に必要な態度であろうと心得ます。地域研究の成果は一研究者や学界に
止まらず、研究対象地域に還元されなくてはなりません。今回のワークショップは地域研の研究活動の
一端ではありますが、国立シアクアラ大学津波防災研究センターと地域研との学術交流協定締結も織り
込むことで、今後の友好はもちろん、そうした研究協力関係が継続されていくことを切望しております。
　繰り返しになりますが、地域研究の原点は個別の地域を生き、グローバルな地域を築き、地域にさまざ
まなかたちで関わる人びととの相互作用にあります。今回の国際ワークショップが、設置後5年を経た地
域研そのひとつの重要な成果として生まれたことを強調しつつ、本日より、みなさんと活発な議論が密に
なされることを願ってやみません。
